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Established on Okinawajima Island, Ryukyus, Japan
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ソウムシ科サルソ'ウムシ亜科に属するゲットウトゲムネサルソ°ウムシ (和名新称) XenysmoderesconSula「IS
は, pAscoE(186g) によってトゲムネサルソウムシ属Mecysmoderesの一種として記載されたが, YOSHITAKE
(2005) はその形態的・ 生態特徴から同じトゲムネサルゾウムシ族MecysmoderiniのXenysmoderes属に移し
た. 本種は, 台湾本島と緑島に分布し, 台湾本島ではハナミョウガ属植物AtPinia spp. (ショウガ科) を寄主

Flgs. l -6. xenysmoderes consulans (PAscoE) established on Okinawaj ima Island, Ryuk yus, Japan (Photo by
Naoko NAKAHARA). 1. Habi tat in Nakagusuku. 2. AIPmia zerumbet lZin9ibe「aCeae), host Plant in
Okjnawaj jma Island. 3. An adul t on a flower bud of A. zerumbet. 4. Habitat in Nakijin.  5. F1owe「S
of Ljljum1onglfjon‘m(Ljljaceae),one of the adult food sources in Okinawajima Island 6. A n adu l t in

a flower of L. 1ongt fiorum.
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とし, 成虫期には寄主をはじめとするさまざまな植
物の花を, 幼虫期には寄主植物の花雷を餌資源とし
て利用することが知られており, 蘭l興島にはゲット
ウ Alptma zerumbet を寄主とする近似種が分布す
る (YosHITAKE, 2005).
日本では, 1998年に沖縄島の都市部 (首里) で2
頭が初めて採集されたが, 同島を含む琉球列島に
は, 本種の寄主となり得るハナミョウガ類が自生・
植栽共にごく普通に見られるだけでなく, 戦後多数
の昆虫研究者・ 愛好家が幾度となく調査に訪れてい
るにも関わらず, 他に全く採集例がないことから,
YosHITAKE (2005) は沖縄島産を台湾から人為的に
移入したものとみなした. その後, 沢田(2006) に
よって同島本部半島産の標本が紹介された他, 三
宅・ 野林(2008) によって浦添大公園のゲットウ花
上で得られた本種の記録が報告された.  これらの記
録は, X. consulansが1990年代後半に沖縄島に侵
入し, その後定着した可能性を示唆しているが, 同
島内での本種の分布・ 定着状況については未だ不明
な点が多い.
近年,  我々 は沖縄島内の5 地点で X. consulans
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Fig 7.  Map showing the known local ities of X
consular is on Okinawajima Island.

の生息を確認する機会に恵まれた. 同島における本種の分布状況を知る上で重要な記録と考えられるため, 若
千の生態的知見と共にここに報告する.

l5 頭, 沖總県浦添市当山浦添大公園, 11. v 2005, 上地奈美採集, ゲットウ, 農業環境技術研究所保管 (所
蔵昆虫標本番号24-0469912~24-0469926) ; 28 頭,  沖縄県那翻市首里崎山町l日沖縄県農業試験場,  27. vi.
2005, 上地奈美採集,  ゲットウ, 農業環境技術研究所保管 (所蔵昆虫標本番号24-0469927~24-0469954);
l8 頭, 沖縄県中城村新垣中城パーキングェリァ, 20. iv 2010, 吉武 啓・ 中原直子採集, ゲットウ, 農業環境
技術研究所保管 (所蔵昆虫標本番号24-0469580~24-0469586; 他11 頭はエタノール液・浸標本) ; 1 頭, 沖縄
県恩納村山田, 14. iv 2006, 平野幸彦採集・ 保管; 2 頭, 同地, 20. iv 2010, 平野幸彦採集・ 保管; 6 頭, 沖
縄県今帰仁村諸志佐田浜海岸赤基, 23. iv 2010, 吉武 啓 ・ 中原直子採集, テッポウュリ, 農業環境技術研究
所保管 (所蔵昆虫標本番号 24-0469906 ~24-0469911).
中城村産の標本は, 沖縄自動車道の中城パー キングェリァ内に植栽されたゲットウの花 あるいは 葉上で
得られたものである(Figs. l, 2,3). 当地で花 内より卵と幼虫が確認されたことや, 他の産地においてもゲッ
トウから成虫が得られていることから, X. consularisは沖縄島ではゲットウを寄主として利用していると考え
られた. 今帰仁村産の標本は, 琉球王朝時代の史跡である王族墓地においてテッポウュ、) Lilium1ongif1orum
(ユリ科) の花の中から得られたものであり, 採集時に成虫が花粉や花弁などの花器を摂食するのが観察された
(Figs 4, 5, 6). また, 付近にはケ' ットウが植えられており, そこでも本種の成虫が見られた.
沖縄島における既知の産地(Fig 7) は全て園地などの人為的環境であり, 少なくとも複数年にわたって採集
例がある浦添市と恩納村では, 本種が継続的に発生していると考えられる. また, 那觀市在住の杉本雅志氏に
よると, 近年名護市内の園地でも本種が得られているそうである (私信, 2010). 沖組島では, 比較的自然度の
高い山地では未だ発見されていないが, 林内・ 林縁にアオノクマタケランAlpima加termedia が自生している
だけでなく , 道脇や農園などには, 植栽されたケットウも多く見られるので, 今後このような場所も注意して
見る必要があるだろう.
なお, 本種には「モンスヂサルソ'ウ」 という古名があるが (三輪, 1931), 過去にほとんど使用実績がないこ
とや, そのままだと分類学的位置がわかりにくいことなどから,  トゲムネサルソウムシ族の一員であることを
示す基幹和名「トゲムネサルゾゥムシ」 を, 日本での本種の寄主植物名「ゲットウ」 で修飾する形で新称を与
えたことを付記しておく. また, 本文中で使用した植物の和名および学名は「BG Plants和名一学名インデッ
クス」 (http://bean.bio.chiba-u.jp /bgplants/ ylist_main.htm1) に従った.
末筆ながら, 沖縄島における本種の分布情報を提供していただいた杉本雅志氏とゾゥムシの生態写真を搬影
して下さった中原直子氏 (茨城県つくば市) に厚くお礼申し上げる.

引用文献

三宅 武 ' 野林千枝, 2008. 国内記録の少ないサルソ' ウムシの1 種を採集. 月刊むし, (446):43
三輪勇四郎, 1931. 台湾産民虫目録 (補翅目). 台湾総中研麗業部報告, 55: 1-359.
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pAscoE, F. p., l86g. contrjbutjons towards a knowledge of the Curculionidae. Part 1. Journal of theLinnean Society of
London, Zootogy,10:434-493, pls. l7- l9.

沢田佳久, 2006.  コレクションの紹介 研究のリレー.  ひとはく通信ハーモニー, (52): 6.
YosHITAKE, H,2005 Taxonomjc posjtjon of a Taiwanese Ceutorhynchine, Mecysmoderes consutaris PAscoE(Coleoptera:

curculjonjdae), with description of an allied new species from Lanhsu Island. ColeoPteristSBuuetm,59:7-22・
(吉武: 農業環境技術研究所; 上地: 果樹研究所; 平野: 神奈川県小田原市)

0南西諸島産チビジ ョ ウカイ類3 種の分布記録
これまでに18種のチビジョウカイ類 (ジョウカ
イボン科チビジョウカイ亜科に属する甲虫類) が南
西諸島から知られている.  しかし各種の既知産地は
少数の限られた地域であることが多く, それぞれの
分布域の詳細については更なる調査が必要であると
考えられる. 筆者は南西諸島より知られる下記3 種
のチビジョウカイ類の標本を検する機会を得たの
で, 各種の全形図とともに記録しておきたい.

市自博蔵) ;  l f1♀, 同所,  1. IV 2003, 中田唯文採
集 (倉数市自博蔵);  lc,''', 沖縄県石垣島於茂登岳,
26. m 2003, 中田唯文採集 (倉數市自博蔵) ; 20''o'',
沖縄県与那国島久部良岳, 19. uI 2005, 村尾竜起採
集.
3. リ ュウキュウチビジョ ウカ イ MaltyPus

ryukyuanus WITTMER, 1970 (図3)
本種は宮古島・ 石垣島・ 竹富島および西表島より
知られ, 南琉球に広く分布すると考えられるものの

図 l ~3.  南西諸島産チビジョウカイ類

1. ャ クシマク ロチ ビジョウカイ Mal thodes
yakushimanus yakushimanus N. TAKAHASHI,
2001 (図 1)
鹿児島県屋久島小杉谷を基準産地と して記載され
た種であるが, 今回は同島内に設置されたマレー ズ
トラップによって採集された標本を検することがで
きた.

8 1♀, 鹿児島県屋久島荒川 (原生的照葉樹林,
標高 l,200 m), 7-28. 111. 2007, 山内健生ほか採
集.
2.  タイ ペイチビジ ョウカイ八重山亜種

Malthodes taipehanus re s N. TAKAHASHI,
2001 (図2)
本種は沖縄県与那国島を基準産地と して記載さ
れ, 八重山諸島の石垣島および与那国島に分布する
ことが報告されている(TAKAHAsHI,2001). 原記載
に用いられた石垣島産の標本は於茂登岳で採集され
た1 f 1♀であったが, 今回別産地の標本を検する
ことができたので他の標本とともに報告しておきた
い.

l f, 沖縄県石垣島ぶざま岳, 24. 111.2003, 中田
唯文採集 (倉敷市立自然史博物館所蔵; 以下, 倉数

(TAKAHAsHl,2004), 既知産地は少ない. 今回, 石垣
島において採集された以下の標本を検することがで
きた.

1f4♀♀, 沖縄県石垣島平久保,  13. 111.2003, 中
田唯文採集 (倉数市自博蔵); 3♀・  同所 ,28.  m
2003, 中田唯文採集 (倉效市自博蔵); 2＝・  沖縄県
石垣島於茂登岳, 26.m 2003, 中田唯文採集 (倉效
市自博蔵).
末華ながら, 所蔵標本の検討と発表をお許しいた
だいた倉敷市立自然史博物館の奥島雄一博士, 貴重
な標本をご恵与いただいた富山県衛生研究所の山内
健生博士ならびに九州大学総合研究博物館の村尾電
起博士に厚く御礼申し上げる.

引用文献

TAKAHAsHI, N., 2001. Taxonomic study of the genus
Matthodes from Japan (Coleoptera: Cantharidae) I.
Discovery of new species in the Nansei Islands,
Southwest Japan. Ent. Sci., Tokyo 4: 89-10 8.

- , 2004. Notes on Maltypus ryukyuanus WITTMER
(Coleoptera: Cantharidae), with a new distributional
record in Japan. Esakia, Fukuoka. (44): 197- 204.

(九州大学, 高橋直樹)

3 -



甲虫ニュース

0ヒゲプ トケシタマムシの石垣島における記録
ヒゲブトケシタマムシ Aphamsticus antennatus

E. SAuNDERs, 1873 は, 九州を模式産地として記載
され, 原記載以降は杉本・ 福富 (2002) において沖
縄県金武町から記録されただけである. 国外では中
国とインドシナ地域から知られている (黒澤,
1975; 秋山・ 大桃, 1997) .
筆者の一人である末長は, 沖縄県石垣市宮良にあ
る底原ダム周辺において, 八重山諸島初記録になる
本種を確認したので報告する.

写真.  ヒゲブトケシタマムシ

l ex., 沖縄県石垣市宮良底原ダム, 31. m 2010,
末長採集・ 福富保管. (写真)
ダムに沿った遊歩道の奥にイネ科草本類が群生し
た草地があり, そこをスイーピングしてi得られた.
同定に際しては, 沖縄島産の個体と比較した.
末筆ながら, 本報を執筆するにあたり多大な助言
を下さった愛媛大学農学部の吉富博之博士と沖縄県
の杉本雅志氏, 本稿を校関して下さった酒井雅博博
士に厚くお礼申し上げる.

引用文献

秋山黄l f ・ 大桃定洋, 1997.  日本産タマムシ科チェックリ
ス ト . 月刊むしSupplement 1 67 pp. むし社,  東京.

黑沢良彦, l975.  日本産タマムシ科概説(15). 甲虫ニュー
ス, 東京, (31.32): 1-4.

杉本雅志・ 福富宏和, 2002.  ヒケプトケシタマムシを沖細
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東京, (373): 43.
(愛媛県松山市,
石川県白山市,

末長ll青輝;
福●宏和)

0石川 におけるケスジドロムシの初確認
ケ ス ジ ド ロ ム シ Pse gdamop加 ' ig s f aPomc

NoMuRA (図 l) は, 河川改修によって減少してお
り, 環境省RDBでは準絶滅危惧種に指定されてい
る (環境省, 2006). 筆者は石川県初記録となる本
種を採集したので,  ここに報告する.

図 l

8exs., 石川県風珠郡能登町字北河内, 20. VI.
2010, 筆者採集・ 保存.
採集された場所は, 町野川の最上流部の河川で,
植物の根際から得られた. 個体数は比較的多く, ム
ナビロツヤドロムシなどと同所的に生息していた.
他には, サワダマメゲンゴロウ, オナガミズスマシ,
ムカシトンボのヤゴなどが見られた. 同水系では他
の場所にも生息している可能性があり, より詳細な
調査が期待される.
末筆ではあるが, 現地の貴重な情報を提供してい
ただいた谷口正成氏, 佐野禎宣氏にお礼を申し上げ
る.

引用文献

環境省自1'1・環境局野生生物課, 2006. 改 ] ・ 日本の絶減の
おそれのある野生生物一民虫類一.  l84 pp. 環境省.

緒方 健・ 中島 浮, 2006. 福岡県のヒメドロムシ. ホシ
ザキグリーン財団研究報告, (9): 231-232.

佐藤正孝・ 吉富博之, 2005. 鞘越日Coleoptera. 川合禎
次・ 谷田一三 (編), 目本産水生民虫一科・ 属・ 種への
検索: 686-641. 東海大学出版会.

上野俊一・ 黒1事良彦・ 佐藤正孝, 1985. 原色目本甲虫図鑑
(II): 433-440. 保育社.

(愛媛大学大学院農学研究科, 渡部 平)
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温帯広葉樹二次林において階層別水盤 トラップによ り得られた
石川県未記録のソウムシ上科

高田兼太・ 小路晋作・ 小島弘昭・後藤秀章・ 中村浩二

Records of some cu rculionoid beet les f rom Ishikawa Prefectu re,
with notes on their vert ical dist ribut ion in a

secondary deciduous forest

Kenta TAKADA, Shinsaku KoJI, Hiroaki KoJIMA,
Hideak i GOTO and Koji NAKAMURA

<はじめに>
水盤トラップは, 訪花性昆虫をはじめとする様々 な昆虫類の採集法として広く利用されている(SouTHwooD,

l978; BASSET et at., 1997; LEoNG and THORP, l999; CAMPBELL and HANULA, 2007). 水盤トラップが森林の
樹冠部における昆虫相調査に用いられる機会は少ないが (BASSET, l985), 観測タワーなどに設置することによ
り調査が可能である(LEKsoNo et a1., 2005a; 2005b). 者らは, 広葉樹二次林内に設置された樹冠部観測用タ
ワーの高さ別に水盤トラップを設置して甲虫相を調査したところ, 石川県で未記録と思われる種を多数採集し
た. 本報告文では,  このうちソ'ウムシ上科 ( ヒゲナガソ'ウムシ科,  ゾウムシ科, キクイムシ科) に属する種に
ついて報告する.

<調査方法>
石川県金沢市に位置する金沢大学角間キャンパス (36°32' N, 136°42' E,50~160 m a.s.1 ) 内に設置された
樹冠部観測用タワーにおいて調査を行った. 観測用タワーは丘陵地の尾根筋に位置し, 周辺の植生はコナラ
Quercus serrata THUNBERG et MURRAYやァベマキQuercusυariabilis BLuME ( ブナ科Fagaceae) が優占す
る二次林であった (調査地の詳細についてはLEKsoNoet a1., 2005aを参照). 観測用タワー (高さ20 m) の最
上部は森林の樹冠部上部に達していた. 観測用タワーの上層 (20 m. 高木層 ), 中層 (10 m. 亜高木層 ), および
下層 (0.5 m, 低木層) に, 黄色と青色の水盤トラップ (幅29 cm, 奥行き16 cm, 深さ 10cm) を2 器ずつ,
計12 器設置した.  水盤トラップの中には,  防腐剤としてソルビン酸と少量の合成洗剤を加えた水を約2 リッ
トル程度入れた. 2000年5 月13 日から12 月2 日にかけてトラップを回収し,  合計28 回のサンプリングを
行った. 採集された甲虫の標本は, 現在金沢大学で保管中である. なお, 石川県におけるソウムシ上科の記録
を確認するにあたり, 高羽・ 他(1998), 江崎・ 野平(2003), 江崎・ 他(2004) および「森林防疫」誌の森林病虫
獸害発生情報 (全国森林病虫獸害防除協会) などを参照した.

<結果と考察>
本調査により得られた石川県初記録のソウムシ上科Curculionoideaの採集記録を示す.  なお,  各種の採集
地と採集者は以下の通りである.
採集場所: 石川県金沢市角間町 ( コナラ・ アベマキ林)
採集者: 小路晋作, 高田兼太

1. アサマノ ミ ヒゲナガゾ ウムシ C加ca ius ygidiah's JoHRAKu
( ヒゲナガソウムシ科 Anthribidae)

1 頭, 水盤トラップ (青色), 高木層 (高さ 20m), 24-VI-2000.
本種は, 稀な種として知られている (森本,  l989).

2. チ ビアオクチブト ゾウムシ perstyfus pafit'pes RoELoFs
(ソ'ウムシ科Curculionidae)

1 頭, 水盤トラップ (青色), 亜高木層 (高さ 10 m),  1-V II -2000.
1 頭, 水盤トラップ (青色), 高木層 (高さ 20m), 8-VII-2000.
1 頭, 水盤トラップ (青色), 亜高木層 (高さ 10 m),  16-VII-2000.
1 頭, 水盤トラップ (黄色), 高木層 (高さ 20m),  16-VII-2000.
1 頭, 水盤トラップ (黄色), 高木層 (高さ 20 m), 22-VII-2000.
1 頭, 水盤トラップ (青色), 亜高木層 (高さ 10m), 29-VII-2000.
1 頭, 水盤トラップ (高一色), 低木層 (高さ 0.5 m), 29-VII -2000.
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l頭, 水盤トラップ (黄色), 亜高木層 (高さ 10 m), 29-VII-2000.
l 頭, 水盤トラップ (青色), 高木層 (高さ 20m), 5-VIII-2000.
本種は, 7 月上旬から8 月上旬に黄色・ 青色トラップの両方で採集された. また, 採集された9 頭のうち,

8 頭が亜高木層または高木層から採集された.  本種は,  やや開けた環境でハギなどのマメ科植物から見つか
り, まとまった個体数が得られることもあるものの, 分布はやや局所的である.

3. コー ヒーキクイムシ Dryocoetiops cof feae(EGGERS)
(キクイムシ科 Scolytidae)

l 頭, 水盤トラップ (青色), 低木層 (高さ0.5m), 27-V-2000
4.  ニイ シマキクイムシ Sueus mistmai (EGGERS)

(キクイムシ科 Scolytidae)
1 頭, 水盤トラップ (黄色), 高木層 (高さ20m), 29-VII-2000.
1 頭, 水盤トラップ (青色), 低木層 (高さ0.5m),  12-VIII-2000.
1 頭, 水盤トラップ (黄色), 低木層 (高さ0.5m), 30-IX-2000.
1 頭, 水盤トラップ (青色), 低木層 (高さ0.5 m), 7-X-2000.
2頭, 水盤トラップ (青色), 低木層 (高さ0.5m),  14-X-2000.
2 頭, 水盤トラップ (青色), 亜高木層 (高さ 10m),  l4-X-2000.
本種は, 7 月下旬から10月中旬にかけて, 主に青色トラップで採集された. 捕獲された8 頭のうち, 5 頭
が低木層から採集された.

5. ヨシカワキクイムシ Xyleborus factus NIIsIMA
(キクイムシ科 Scolytidae)

1 頭, 水盤トラップ (青色), 亜高木層 (高さ 10m), 27-V-2000.
1 頭, 水盤トラップ (黄色), 低木層 (高さ 0.5m), 29-VII-2000.
1 頭, 水盤トラップ (青色), 高木層 (高さ20m), 5-Vm-2000.

<まとめ>
本調査では, わずか7 ヶ月間のトラップ調査により, 石川県初記録となるソウムシ上科が計5 種 ( ヒゲナガ
ノウムシ科 l 種, ソ'ウムシ科1 種, キクイムシ科3 種), 記録された. これは, 石川県のゾウムシ上科の種類相
がいまだ充分に明らかにされていないことを示唆しており, 今後も様々 な植生において調査を継続することに
より, 記録種数が増える可能性がある. 本調査により得られたコウチュウ目について, 科レベルの分析を行っ
たLEKsoNoetat. (2005b) によれば,  ゾウムシ科およびキクイムシ科の採集個体数には,  トラップの設置高度
や色による違いは認められなかった. しかし本報告において, チビアオクチブトソ'ウムシH. PauiPesの殆どの
個体が高木層あるいは亜高木層から採集されたことは,  この種が明瞭な階層分布を示す可能性を示唆してい
る. 本報で報告した種を含むソウムシ上科各種の分布の階層性,  トラップの色に対する選好性, 季節消長など
については別報にて報告する予定である.

<謝 辞>
調査を実施するにあたりご助言を賜った高羽正治氏 (金沢市),

ENIF氏に,  この場をかりて御礼申し上げる.

引用文献
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BASSET, Y., SpRINGATE, N. D., ABERLENc, H. P, and DELVARE, G.,1997. A review Of methods for SamPlin9 a「th「0POdS in t「ee
canopies. In: STORK, N. E., J. AD1s and R. K. DIDHAM(eds), Canopy arthropods. pp 27-52, Chapman & Hall, London.
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江崎功二郎・ 野平照雄,  2003.  刈安山における甲 類の捕獲消長およびトラップによる捕獲種の進い1. 石川県林業試験場研
究報告,  34: l7-26.

江崎功二郎・ 後藤秀章・ 大橋章博・ 井上重紀, 2004. 刈安山における甲虫類の捕獲消長およびトラップによる捕獲種の違いII.
石川県林業試験場研究報告,  36: 11-16.

LEKsoN0, A. S., NAKAGosHl, N., TAKADA, K and NAKAMURA, K..2005a. Vertical and seasonal va「iatiOn in the abundance
and the species richness of Attelabidae and Cantharidae(Coleoptera) in a suburban mixed forest. Entomoto9tca1
Science, 8: 235-243.

LEKsoN0, A. S., TAKADA, K., KoJI, S., NAKAGOsHi, N. ANGGRAENI, T and NAKAMURA, K., 2005b. Ve「float and Seasonal
distribution of flying beetles in a suburban temperature deciduous forest collec ted by water pan trap blsect
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LEoNG, J. M and THORP, R.W., l999. Colour-coded sampling: the pan trap colour preferences of oligolectic and
nonoligolectic bees associated with a vernal pool plant. Eco1ogtca1 Entomology,24:329-335.

森本 柱, 1989.  ヒゲナガソウムシ. 林 匡夫・ 森本 桂・ 木元新作 (編), 原色日本甲虫図鑑IV. pp226-249, 保育社, 大
阪.

SouTHwooD, T. R. E., 1978. Ecological Methods,2nd edn. Chapman & Hall, University Press, Cambridge.
高羽正治・ 井村正行・ 西原昇吾・ 中田勝之・ 高田兼太, 1998. Coleopteraコウチュウ目. 富程一次 (編), 石川県の民虫. p p.

102-251, 石川県.
(高田: 金沢大学理学部)

(小路: 金沢大学地域連機推進センター)
(小島: 東京農業大学農学部)

(後藤: 森林総合研究所九州支所)
(中村: 金沢大学環日本海域環境研究センター)

0屋久島産のゴミムシ類 l9題
以下の文献に分布が記録されていない屋久島産の
ゴミムシ類19 種を見出したので報告する.
1. CIIυma yanoi KUIT, 1951 アカヒ メ ヒ ョウタ

ン ゴミムシ

3 exs., 屋久町高平, 22. VII 2002, 筆者採集.
2. Tachyura lao的ica (BATES, 1873) ヨ ツ モ ン コ

ミズギワゴミムシ
多数, 例: 屋久町原, l 7. VIL 2009, 向山敬延採
集.

3. Bembid ion l issonotum BATES, l873 オオァオ

ミズギワゴ ミムシ

多数, 例: 屋久町安房川, 11. VII 2002, 筆者採
集.

4. Bembidion aureofuscum BATES, 1883 カヮグ
チ ミ ズギワゴ ミムシ

多数, 例: 屋久町春牧海岸, 16. VII 2002, 華者
採集.

5. Agonum chalcomus (BATES, 1873) アオグロ
ヒラ タゴミムシ

多数, 例: 屋久町原,  1. Vu 2002, 向山敬延採
集.

6. Colj)odes atncomes (BATES, 1873) クロ モリ

ヒラ タ ゴミムシ

多数,  例: 屋久町原,  1. VL2008, 向山敬延採
集.

7. Euplynes batest HAROLD, 1877 べ 一ツ ヒラ タ

ゴミムシ (写真 l )
1 ex., 屋久町原,  1. VII 2008, 向山敬延採集.
北海道, 本州, 四国, 九州に分布. やや山地
の枯れ枝や薪, 粗朶などの上に見られることが
多いが, 個体数は多くない.

8. A maMa加ogoensz's BATES, 1873 ヒョウゴマル

ガタゴミムシ (写真2)
1 ex., 上屋久町白谷雲水峡,  14. VII 2001, 筆
者採集; 1 ex., 屋久町原, 20. IV 2004, 筆者採
集.
北海道, 本州, 四国, 九州に分布. 兵庫

(Hiogo) 原産. 草地などの明るい環境で見られ
るが, 個体数は少なく稀種に属し, 灯火にも飛

来する. 屋久島の記録は意外であった.
9. Amsodacfyi gs  sadoenszs  SCHAUBERGER ,193
オオホシポシゴ ミムシ

多数, 例: 屋久町原, 12. VII 2002, 向山敬延採
集.

10. Platy;metopus flaυi labrts (FABRIcIUs, 1798)
カラカネゴモクムシ

多数, 例: 屋久町原,  10. X 2009, 向山敬延採
集.

11. AcupalPus mornatus BATES, 1873 キイロチビ
ゴモクムシ

多数, 例: 屋久町原,  10. X 2009, 向山敬延採
集.

12. StenotoPhus futυicorms BATES, 1863 マメ ゴ

モ ク ム シ

多数, 例: 屋久町原, 18. VI 2008, 向山敬延採
集.

13. Peronome s m nus BATES, 1873 クロケブ

カゴミムシ (写真 3)
1 ex., 屋久町中間,  1. VII 2008, 向山敬延採
集.
本州, 四国, 九州, 南西諸島に分布. 長崎原
産. 河川や池沼などの湿った草地環境に生息す
るが個体数は多くない.

14. Chlaemus Pictus CHAUDolR, l 856 ミナ ミ ァ

トワアオゴ ミムシ (写真4)
1 ex., 屋久町中間, 20. VI 2008, 向山敬延採
集.
日本では笠原 (1981 ) の西表島, 大原が初記
録, 分布の中心は東南アジアなどで, 図鑑には
九州が分布域に入っているが,  これについては
よくわからない. 灯火にも飛来する.

15. Ch lae;mus telragonoderus CHAUDo1R, 1876
ムナビロアトボシアオゴミムシ
多数, 例: 屋久町原, 25. IX 2003, 向山敬延採
集.

16. Chlaemus hamifer CHAUDoIR, l 876 コ ア ト

ワアオゴミムシ (写真 5)
1 ex., 屋久町原,  11. VII 2001, 向山敬延採集;
1 ex., 屋久町原, 23. IX 2002, 向山敬延採集.
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これも東南アジアなどに広く 南方に分布す
る.  日本初記録は上野 (1964). 日本では関東以
西の本州, 四国, 九州, 南西諸島に分布し, 関
東地方では比較的多いが他の地域では少ない.
灯火にも飛来する.

17. Chlaemus micans (FABRIcIUs, 1792) オオァ

ト ポシアオゴミムシ

多数,  例: 屋久町安房,  l5.VII i991, 筆者採
集.

18. CMaem s naeυzger MoRAwITz, 1862 ア ト ボ

シアオゴミムシ

1 ex., 屋久町安房, 15. vn. 1991, 筆者採集;
1 ex., 屋久町中間, 1. V 2004, 筆者採集.

l 9. Aephmdius adeliotdes (MAcLEAY, 1825) ト

ゲァトキリゴミムシ
多数, 例: 屋久町原, 23. IX 2002, 向山敬延採
集.
報告に当たり向山敬延氏には貴重な標本を恵与し

第171 号 (2010年9 月)

3

'lli n l .  べ一 ツヒラタゴミムシ
写真2.   ヒョウゴマルガタゴミムシ

写真3.   クロケブカゴミムシ

5 写真4. ミナ ミアトワアオゴミムシ

写真5.   コアトワアオゴミムシ

ていただき, 森 正人氏にはご教示を頂いた
にあらためてお礼を申し上げる.

参考文献

ここ

MORITA, S., 1987. Some Carabid Beetles of the Island of
Yaku-shima, Southwes t Japan. Ent. Rev. Japan,
42(1): 69-71.

中根猛彦, 1985. 屋久島に産する甲虫類について. 環境庁,
60 1- 603.

岡留恒丸, 1973. 屋久島の民虫相. 屋久島教育委員会,
10 8- 110.

田中 稔, 2006. 屋久島産のゴミムシ類5 種の記録. 甲虫
ニュース, l l54): 25.

田中 総., 2009. 屋久島産ホナシゴミムス亜科1 種, アト
キリコ' ミムシ亜科7 種の記録.甲虫ニュース, (166):4.

上野俊一ほか (編), l985. 原色日本甲虫図鑑(II): 51-180.
保育社, 大販.

屋富祖昌子他編, 2002. 琉球列島産昆虫目録增補改訂. 570
pp. 沖縄生物学会.

(兵庫県西宮市,  田中 稔 )
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0石川県未記録の水生甲虫7 種の採集記録
筆者は奥能登において水生昆虫の調査を行い, 石
川県で未記録の水生甲虫7 種を採集したのでここ
に報告する. なお, 採集者は全て筆者である.
1. Och thebzMshasegaωaz NAKANE& MATsUI ハ

セガワダルマガムシ
町野川の中流と, 観飼川・ 鈴屋川の上流で採集し
た. 本種は水から頭を出している大きな石の, 水際
より少し上の位置の表面に生息している. 個体数は
多く, 条件の良い石には数十匹の個体が一度に見ら
れた. 比較的どこにでも見られる種で, 県内でも広
く分布していると思われる.

6 exs., 石川県能登町石井 町野川, l .. XI 2009.
3exs., 石川県珠洲市宝立町柏原 観飼川, 8.XII.

2009.
3 exs., 石川県輪島市町野町寺山 鈴屋川, 9. v.

2010.
2.  Ochtheb ius nakanei MATsUI ナカネダルマガ

ム シ

町野川の中流と, 観飼川・ 鈴屋川の上流でハセガ
ワダルマガムシに混ざって得られた.  どの地点でも
個体数は少なかった.

l ex., 石川県能登町石井 町野川, 1. XI 2009.
1 ex., 石川県珠洲市室立町柏原 観飼川, 8. XII.

2009.
1 ex., 石川県輪島市町野町寺山 鈴屋川, 9. V .

2010.
3.  Hydraenaωatanabei JAcH& M. SAT0 ワタナ

ベダルマガムシ

神野川・ 若山川の上流部で採集した. 採集地点は
どちらも細流で, 底の砂礫や, 落ち葉の間から得ら

I

t◆3

No. 171 (September 2010)

れた.  本種を含むHydraena の仲間は採集が難しい
ため発見され難い. 本県でも,  もっと綿密な調査を
行うことにより, 新たな生息地や他の種類が発見さ
れる可能性がある.

6exs., 石川県能登町曽又 神野川, 2. XI 2009.
l ex., 石川県珠洲市若山町向 若山川, 30. IV.

2010.
4.  OrdobreυIa ;macutate NoMURA アカモ ンミ ゾ

ド ロ ム シ

町野川の最上流部にある水田横を流れる細流で採
集した. 本種は源流~上流を好んで生息し, 流れの
速い場所の底の砂礫の中から採集されたが,  この地
点での個体数は少なかった.

1 ex., 石川県能登町桐畑 町野川, 1.XI 2009.
5.  Grouυeuinus marginatus KoNo キベリナガ
アシ ドロムシ

町野川 ・ 紀の川上流部で採集した. 本種は源流~
上流域に生息し, 流水中の石に付着している苔の中
で得られる.

1 ex., 石川県能登町桐畑 町野川, 1. XI 2009.
6exs., 石川県能登町宇中斉 町野川, 15. IV.

2010.
2 exs., 石川県珠洲市東山中町 紀の川, 20. IV.

2010.
6. Za itzeυz'an'a Oneυis NoMURA ヒ メ ツ ヤ ドロ ム

シ

神野川上流部の細流で採集した. 底の砂礫の中か
らホソヒメツヤドロムシ, マルヒメツヤドロムシと
同時に得られ, 個体数も多かった.

5exs., 石川県能登町曽又 神野川, 2.XI 2009.
7. Zai fzeυIa n'υa i ls NoMURA ミ ソ'ツヤ ドロムシ
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神野川上流部で底の砂礫の中から得られた.
l ex., 石川県能登町曽又 神野川, 2.XI 2009.
1 ex., 石川県能登町桐畑 町野川, 1. XI 2009.
3 exs, 石川県輪島市町野町寺山 鈴屋川9. V.

2010.
末筆ではあるが, 原稿を見て頂いた中島 淳博

士, 能登を案内していただいた野村進也氏, 文献収
集をご支援していただいた赤石大輔博士に心からお
礼申し上げる.

引用文献
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ザキグリーン財団研究報告, (9): 227-243.

西原昇吾ほか,  1998.  石川県の昆虫: 85-89 ・121-128 ・
154-155. 石川県自然保護課.

佐藤正孝・ 吉富t導之, 2005. 翅目Coleoptera. 川合被
次・ 谷田一三 (編), 日本産水生民虫一科・ 属・ 種への

検索: 591-658. 東海大学出版会.
上野俊一 ・ 黒l ﾇ彦・  佐藤正孝,  1985.  原色日本甲虫図鑑

(ll): 433-440. 保育社.
吉富t専之・ 松井英司・ 佐藤光一 ・ 疋田直之, 2000. 日本産
セスジダルマガムシ属概説.  甲虫ニュース, (130): 5-
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吉富博之, 2003. 日本産ダルマガムシ科. .El虫と自然, (38):
23-26.

(愛媛大学大学院農学研究科,  渡部是平)

0石川 におけるキポシケシゲンゴロウの初記録
キポシケシゲンゴロウ Auopachria flaυomacula-

tus KAMIYA (図1) は山地の清流に生息し, よどみ
の石の下や, 落ち葉の下などから採集される (森ら,
2002). 筆者は, 石川県初記録となる本種を確認し
たので,  ここに報告する.

2 exs., 石川県風珠郡能登町字北河内, 20. VI.
2010, 筆者採集・ 保存.
採集地は町野川の上流部で, 本流の淀みに生えて
いる植物の根際から得られた.  個体数は少なく ,  3

図1
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時間程採集を行ったが2 個体しか得ることができ
なかった. 同水系の他の河川にも生息している可能
性があるため, 今後の調査が期待される. なお, そ
の他の水生昆虫はサワダマメゲンゴロウ, オナガミ
ズスマシが確認された.
末筆ではあるが, 現地の貴重な情報を提供してい
ただいた谷口正成氏, 佐野禎宣氏にお礼を申し上げ
る.

引用文献

森 正人・ 北山 昭, 2002. 改訂版図説日本のゲンゴロ

ウ: 58-59 pp.文一総合出版.
西原昇吾ほか, 1998. 石川県の尾虫: 121-128 pp. 石川県

自然保護課.
(愛媛大学大学院農学研究科, 渡部 平)

0岐阜県におけるハナノ ミ 2 種の採集例
筆者は, 岐阜県揖斐川町において岐阜県下では採
集例の少ない2 種のハナノミを採集したので, 報告
する. 報告にあたり, 同定ならびに岐阜県下の採集
記録についてご教示いただいた神奈川県立生命の
星・ 地球博物館の高桑正敏博士にお礼申し上げる.
なお, 標本は, 高桑博士の下に保管されている.
(1)  オオオビハナノミ Glipa(Macrogli1)a) shirozut

NAKANE, 1949
10;'', 岐阜県揖斐郡揖斐川町親谷 (標高約500

m), 25.VII 2010, 長谷川道明採集.
ヤマグワの葉上に飛来したものを採集した. 岐阜
県下では飛騨地方 (鳥飼, 1968) と美濃市 (大橋他,
l992) の記録がある.
(2) ミ ッオホシハナノ ミ Hoshihananomia mi tsuoi

NAKANE et NOMURA, 1950
l f , 岐阜県揖斐郡揖斐川町坂内坂本 (標高約250

m), 25.VII 2010, 長谷川道明採集.
道路上を飛行中の個体を採集した. 本種は九州か
ら愛知県までの地域で採集されている (高桑,
2007a; 2007b). 分布北限にあたる愛知の尾張地方
では最近になって採集例が增えてきている (河路,
2009). 岐阜県下では, 多治見市 (河路, 2009) に
次いで2 例目の記録になると思われる.

引用文献

河路掛吾, 2009,  ミッオホシハナノ ミの尾張地方周辺の記

録. 住香媒, 61(239):31.
大橋章博・ 野平照雄・ 波辺公夫, 1992. 訪花性誘引剤で捕
獲された民虫類.  岐阜県林業センター研究報告,  (20):
15- 48.

高桑正敏, 2007a. 日本産ハナノミ科ハナノミ族概説10.
甲虫ニュース, (157): 1-4.

高桑正敏, 2007b. 富山県からのウスキポシハナノミと愛
知県からのミッオオシハナノミの記録. 甲虫ニュース,
( l58): 12.

島飼兵治, 1968. 飛騨地方の鞘翅目の分布について. 生物
教育, 13: 137- l54.

(豊橋市自然史博物館, 長谷川道明)
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0東京都板橋区のクロホシタマクモゾウムシ
クロホシタマクモゾウムシ Egiona Pieta (RoE-

LoFs) は関束地方では神奈川県の記録はやや多い
が, 一般的には少ない種のようで千葉県, 栃木県で
数例, 束京都からは伊豆諸島の記録はあるが, 本土
部からの報告例は見当たらなかった. 筆者は東京都
板橋区で本種を4 例採集しているので報告する. 採
集, 標本保管はすべて筆者である. なお産地の緯度
経度は国土地理院の「地図関覧サービスhttp:/ /
watchizu.gsi.go.jp」 によった.

1 ex., 板橋区成增1-36 (北緯35.779度 東経

l39.626 度), 17. VL2006.
1 ex., 板橋区赤塚5-34 都立赤塚公園城址地区

(北緯35.784 度東経139.644 度), 23. IV 2005.
l ex., 同地, 8. V 2010. 1 ex., 同地, 22. V 2010.
成增の例は小面積の雑木林のクヌギ樹幹に着生し
ていたッタ (Parthenocissus tncuspidate) から叩き
網で, 赤塚公園の例はコナラ, イヌシデを主な樹種
とする雑木林に点在するスギ樹幹のッタから2 例
(内1 例のスギは枯れ木), 5 月22 日の例は雑木林
と園路の境にある金網フェンスに着生したッタか
ら, いずれも叩き網で採集した. 東(2002) は本種を
10月後半にッタから得た例を既に報告している.
なお成増の産地は2006 年の夏に開発のため消滅し
たが,  隣接していた成增 l -35 の樹林地は現在,  自

赤塚公田採集地点の状況

赤塚公国フェンス, 左端のッタから1 例採集
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然地保護を主な目的と した閉鎖型の区立公園となっ
ている.

5 月8 日に採集した個体を,  プラスチックケース

内にッタとクヌギの新葉を入れ, 5 月19 日に死亡
するまで10日間飼育した. 本種は叩き網に落とし
た時もソウムシ類にしては俊敏に動く種だが, 飼育
中もケース壁をかなりの速度で頻繁に歩きまわって
いた.  しかし上翅を上げるなどの飛び立つ素振りは
見られなかった.  ツタの当年飼 枝に時々 静止し,
口吻を押し当てるのを観察, 当の若枝には明らかに
穴は開けられていた. 以前に開けた穴に口吻を深く
刺しているのも観察した.  クヌギに関しては,  ツタ
上のように静止することはなかった.
野外での生態を確認するため, 赤塚公園の採集地
点でッタの若枝, 葉柄を中心に目視により数回探索
したが空振り, 5 月22 日に1 個体を叩き網で得た
のみである. この個体も飼育したがッタに口吻を刺
すこともなく 26 日に死亡した.
本種の従来の記録例は3 月初旬から4 月に飛翔
中のもの等,  5 月初旬には飛翔中のものに加え権木
等からの叩き網でも得られている. 筆者が6 月17
目に採集した個体は前胸背, 上翅の白色毛が4 月採
集の個体に較べると大分かすれており発生末期と推
察される. 関東地方では7 月以降の報告例は無いよ
うで, 10月初旬からまた見られるようになる. 雑木
林の落葉下で越冬中の記録があり,  神奈川県では2
月上旬に活動中のものも記録されている. 以上から
本種は秋に新成虫が出現し越冬, 早春から飛翔活動
を開始,  6 月後半に成虫は死に絶えるという周年経
過が予想される.
本種の生息環境の一つは, ツタが生えるような比
較的明るい樹林地であると思われるが, ツタあるい
はブドウ科に特有な種であるかどうかは現時点では
不明. なお, 成増の産地は林緑部にノブドウ, エビ
ゾルがあったが, 赤塚公園の採集地点付近にはッタ
以外のブドウ科植物は見られない.

参考文献

東 浩司, 2002. 豐中の甲虫相. 関西甲虫i;1,話会資料(19).
l -101 PP.

稲泉三丸, 2003. ソ'ウムシ科Curculionidae. とちぎの民虫
II: 4 56- 492.

平野幸彦, 1979. 小田原箱根地方産ソウムシ科及びオサソ
ウムシ科について. 神奈川虫報, (55):19-286.

田尾美野留, 1991. 津久井・ 県央地域の甲虫類の記録. 神
奈川虫報, (96):24-28.

田尾美野留・ 岸 一弘, 1993. ヶ崎市の甲虫. 神奈川虫
報, (104): l3-66.

東京都環境保全局, 1998. 東京都の保護上重要な野生生物
種1998 年版.61-66 pp.

上田康之, 1995.  クロホシタマクモソ'ウムシの冬期採集
例. 神奈川虫報, (111): 19.

山崎秀雄・ 宮内博至, 2004. 市川市のコウチュウ目11. 市
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http:,,kogane.wem.sfc.keio.ac.jp/jwdb/ index.htm1
( 東京都板橋区, 釣巻岳人)

ミサゴの巣で確認されたァカマダラハナムグリ

野中俊文・野口将之・ 飯嶋一浩

ァカマダラハナムグ リ Anthracophora rusticola は全国的にも比較的まれな種で,  23 府県のレッドデータ
ブックで絶滅種から情報不足など様々 なカテゴリーに指定されている ( 日本のレッドデータ検索システム
http://www.jpnrdb.com/). 近年, 猛禽類の巣より成虫や幼虫が確認され (技原ら, 2004; 佐藤ら, 2006 な
ど), その生態についても断片的な報告がされている(石川ら, 2004; 山田ら, 2007). これまでに国内からは,
サシバ tastur加die g s(山田ら,  2007)  ,  クマタカ Sp ｽaet“ smPaiens 2s(頼原ら ,  2004) , ハチクマPer
apiυcrus (複原ら, 2004; 佐藤ら, 2006), オオタカAcclpitergentitis (越山, 2005) の繁殖果およびその周
辺で本種の成虫や幼虫が確認されている. また, 2009 年にはコウノトリCicoma boycianaの巣からも成虫が
見つかっている (三橋, 2009). 筆者らは, 富山県内のミサゴPandion hatiaetusの果で本種を確認したので確
認状況とあわせて以下に報告する.
ァカマダラハナムグリを確認したミサゴの巣は, 胸高直径84 cm, 高さ約24.5 mのモミAbiesfmnaの樹頂
に架巣してあり, 巣の長径70 cm, 短径60 cm, 厚さ30 cm程度であった. 当該巣を利用したミサゴが繁殖を
中断したことから, 5 月下旬に巣の状況確認を行ったところ, 巣材の中にアカマダラハナムグリの成虫が10頭
以上見られた. 成虫を発見してから約3 週間後, 同巣にて卵と幼虫の確認調査を行った. その結果, 6 個の卵
と, 15 頭の初齢幼虫が得られた ( これらの卵と幼虫は飼育によって羽化させ, アカマダラハナムグリであるこ
とを確認した).
ァカマダラハナムグリの猛禽類の巣内での生態は明らかになっていないが, 野外成虫は初夏から猛禽類の巣
に飛来, 産卵し, 解化した幼虫は晩夏までに成虫になり分散することを, 筆者の一人飯l鴨は屋外飼育実験から
推定している. 本調査の結果は, 一例ではあるものの, 春季の成虫の行動および産卵までの記録が得られたこ
とになる. なお, 採集した幼虫のうち2 頭 (採集日から3 日後に2 齢に達していた個体) については, 回収し
たミサゴの巣材からイネ科の腐植を取り出し,  これのみを餌として飼育したところ, 良好に発育して8 月上句
には成虫がﾜ兩室から出た.  具体例が明記されていないものの,  日本甲虫学会 (1956)  によれば「幼虫は堆肥'  藁
屋根等の植物の腐蝕した中に育つ」とされており, 今回の飼育結果は少なくともァカマダラハナムグリが集
屋根で発生できる可能性を支持している. 今後は猛禽類の巣以外の発生場所も注意深く探索する必要があると
思われる.
最後に,  ミサゴの巣におけるアカマダラハナムグリの確認の可能性についてご示唆いただいた「富山県自然
公園ねいの里」 湯浅純孝館長に,  この場を借りてお礼を申し上げる.

2exs.,25-v-2010, 富山県, 野口将之採集,  ねいの里保管,  その他10頭以上を目撃.
卵6 exs., 初齢幼虫15 exs.,18-VI-2010, 富山県, 野中俊文・ 野口将之採集, 飯l幅一浩保管.
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越山洋三.  2005.  オオタカ営集木の根際より見つかったァカマダラハナムグリ幼虫.  日本糖翅学会大18 回大会講演要旨集:

22 - 23.
紙原 寛・ 阿部 学・ 新里達也・ 早川浩之・ 飯 一浩, 2004. ワシタ力類の果で生活するァカマダラハナムグリ. 甲虫ニュー
ス, (148): 21-23.

三橋弘宗, 2009. 兵1軍県版レッドデータブック絶減種の競演. ひとはく新田, (30).
日本甲虫学会, l956. 原色日本昆虫図鑑 (上) 甲虫編改訂増補版. p ie3. 保育社, 大販.
日本のレッ ドデータ検索システム (http:/,1www.jpnrdb.com/)
佐藤隆士・ 鈴木祥悟・ t?原fl, 2006. アカマダラハナムグリのハチクマ果利用. 111盛ニューシリーズ, 9(2):46-49.
山田辰美・ 新井 真・ 松岡陽一 ・ 関川文俊, 2007. 猛禽類の果で繁殖するァカマダラハナムグリの生息環境. 富士常葉大学研
究紀要, (7): 213-219.

(野中, 野ロ: 株式会社建設技術研究所 埼玉県浦和市)
(飯i ・  東京農業大学短期大学部 環境緑地学科緑地生態学研究室)
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2007 ・ 2008 年 トカラ列島調査において採集されたコガネムシ上科

稲田悟司・ 木村正明

はじめに
筆者らはトカラ列島 (鹿児島県鹿児島郡十島村) において, 2007 年にオキナワルリチラシ (マダラガ科), ゴ
マフカミキリ類, ビロウドカミキリ類, また2008 年にはカミキリムシ類, 以上各々 のDNA解析資料を得るこ
とを主目的とした調査を行った. 今回は上記調査の際に併せて採集されたコガネムシ上科について報告する.
なお本調査は十島村より昆虫の採取及び捕獲に関する許可を受けて行ったものである.

今回の調査は2007 年に口之島・ 中之島・ 諏訪之瀬島・ 宝島, また2008 年には中之島において実施し, 2 年
間で合計5 科86 種のコガネムシ上科が採集された (表1).
各島の調査日程・ 調査者を以下に記す.
口之島: 2007 年6 月17~18 日 (木村)
中之島: 2007年6月10~18 目 (稲田), 2008年6 月28 日~7 月4 日 (稲田)
諏訪之瀬島: 2007 年6 月6~9 日 (稲田)
宝島: 2007 年6 月19 日 (木村)

採集記録
各島における採集記録を調査場所別・ 年度別に示す. それぞれ種のデータは, 種名・ 個体数 ' 調査方法の順
に記す. なお, 調査方法および略称は以下のとおりである.
灯火 : ライトトラップ (スクリーンおよびボックス), その他の灯火 (自動販売機, 街灯など)
果実 : フルーツトラップ (バナナを使用)
装 : 装トラップ (獣人装)
羽毛 : 羽毛トラップ
ァカネ: 昆虫誘引剤「アカネコール」 と誘引器を用いたトラップ
F IT : フライ トインターセプト トラップ
任意 : 任意採集 (上記以外の採集法)

【口之島】  燃岳 2007 年6 月 17 日
ァマミノコギリクワガタ ;  トカラ列島亜種 Prosopocoilus dissimtis elegans 3 exs. (灯火)
ァオドウガネ Ano;mata albopitosa 10exs. (灯火)
スジコ ガネ Anomala testaceli)os 3 exs. (任意)
ァオヒメハナムグリ ; 原名亜種 Gametis forticu la forticula 1 ex. (任意)

【口之島】 セラ ンマ 2007 年6 月 18 日
ァマミノコギリクヮガタ;  トカラ列島亜種 Prosopocoitus dissimitiselegans 1 ex. (灯火)
リュウキュウビロウドコガネ Maladera osh imana 1 ex. (灯火)
ァオドウガネ Ano;mala albop i1osa 21 exs. (灯火)
サンカクスジコガネ A nomaia tnan lans 3 exs. (灯火)
リュゥキュゥッヤハナムグリ; 中之島亜種 Protaetia pryert tsutsuu 1 ex. (任意)

【中之島】  大木崎 2007 年6 月10日~18 日
ァマミノコギリクヮガタ;  トカラ列島亜種 Prosopocoi lus dissimitis elegans 12 exs. (灯火,  果実)
コクヮガタ;  トカラ列島亜種 Dorcus rectus kobayashit 4 exs. (灯火)
ネブトクヮガタ; 中之島亜種 Aegus laeυicouis asau 1 ex. (任意)
ァラメ ヒメ コブスジコガネ T fo znadaz 1 ex. (羽毛 )
マルダルマコガネ Panelus oυatus 8 exs. (義, 羽毛)
カ ドマルエンマコガネ Onthophagus lenzti 4 exs. (英)
ムラサキェンマコガネ; 奄美亜種 Onthophagus murasakianus carnarzus 13 exs. (英, FIT)
コブマルエンマコガネ Onthophagus atrij)enms2 exs. (英)
フチケマグソコ ガネ .Aphoclius urostigma 1 ex. (灯火)
オビマグソコガネ .Aphodius u;mplagiatus l ex. (灯火)
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ヒメ セスジカク マグソコ ガネ Rhyparus he1ophoroides 21 exs. (灯火)
キュゥシュゥカクマグソコガネ; 原名亜種 Rhyparuskitanoi kitanoi 1 ex. (灯火)
セスジカクマグソコガネ; 原名亜種 Rhyparus azumai azumai 2 exs. (灯火)
リュゥキュゥビロウ ドコガネ Maladera oshimana 2 exs. (灯火)
フタスジカンショコガネ Apogoma bzcannata 5 exs. (灯火)
イシハラカンショコガネ Apogoma ishi1zarai l ex. (灯火)
トカ ラクロコ ガネ Hotot richia tokara 2 exs. (灯火)
セマダラコガネ Exomala onenta l is 3 exs. (灯火)
ヒ メ コ ガネ Anomala rufocuprea 35 exs. (灯火)
スジコガネ Anomala testaceiPes 45 exs. (灯火)
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【中之島】  大木崎 2008 年6 月 28 日~7 月 4 日
ルイスッノヒョウタンクヮガタ Mgidius IeωIsl  1 ex. (灯火)
ァマミノコギリクヮガタ ;  トカラ列島亜種 Prosopocoitus dissimnis elegans IOexs. (灯火,  果実)
コクヮガタ ;  トカラ列島亜種 Dorcus rectus kobayashi i 3 exs. (灯火)
ァ ラ メ ヒメ コ ブスジコ ガネ T ro:lc tnadai 1 ex. (羽毛)
カ ドマルエ ンマコ ガネ Onthophagus lenzu l ex. (装)
ムラサキェンマコガネ; 奄美亜種 Onthophagus murasakianus carnanus 1 ex. (糞)
コブマルエンマコガネ Onthophagus atripennis l ex. (装)
セスジカクマグソコガネ; 原名亜種 Rhyparus azumai azumai 4exs. (灯火)
リ ュウキュウビロウ ドコ ガネ Ma la de ra osh im an a 4 exs. (灯火)
フタスジカンショコガネ Apogoma bicannata 6 exs. (灯火)
イシハラカンショ コガネ Apogoma is加ham 1 ex. (灯火)
ヒメコガネ Anomala rufocuprea 1 ex. (灯火)
スジコ ガネ Anomala testaceii)os 1 ex. (灯火)
コカプトムシ; 原名亜種 Eophi leurus chinensis chinensis 1 ex. (灯火)
ォォシマアオハナムグリ ; 中之島亜種 Protaetia exasperata nakana 1 ex. (果実)

【中之島】  楠木 2008 年6 月28 日~7 月4 日
ルイスッノヒョウタンクワガタ Nigidius toωIsl  1 ex. (灯火)
フチトリァッバコガネ; 原名亜種 Phaeochrous emargmatus emargmatus 2 ex. (灯火)
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コブマルエンマコガネ Onthopha s atnpenm's 3 exs. (葉)
オビマグソコガネ Aphodius umj)1agiatus 2 exs. (灯火 )
ヒメセスジカクマグソコガネ Rhyparus hetophoroides l ex. (灯火)
キュウシュウカクマグソコガネ; 原名亜種 Rhyparus kitanoi k社mol 1 ex. (灯火)
セスジカクマグソコガネ; 原名亜種 Rhyparus azumai azutnai 4 exs. (灯火)
トカラビロウドコガネ Matadera satoi lex. (灯火)
リュウキュウビロウドコガネ Matadera osh imana 5 exs. (灯火)
フタスジカンショコガネ Apogonia bicannata 30exs. (灯火)
イ シハラカ ンショ コ ガネ Apogonia is加ha m 4 exs. (灯火)
トカラクロコガネ H,olotr ich ia toka ra 1 ex. (灯火)
セマダラコ ガネ xomaia on'on hs 1 ex. (灯火)
ァオ ドウガネ Anomala albopi1osa 9 exs. (灯火)
リュウキュウスジコガネ Anomala cpustulata 1 ex. (灯火)
ヒメ コ ガネ Anomala rufiocuprea 10exs. (灯火)
スジコガネ Anomala testace ppes 13 exs. (灯火)
リュゥキュゥッヤハナムグリ ; 中之島亜種 Protaetiapryert tsutsuii  2 ex. (果実)
ァオヒメハナムグリ ; 原名亜種 Gametis forticula forticula 2 exs. (果実)

【諏訪之瀬島】 ナベタオ 2007 年 6 月 6 日~9 日
ネブトクワガタ;  トカラ亜種 Aegus taoυicouis abei 1 ex. (任意)
マンマルコガネ; 原名亜種 Madrasostes kazumai ka2umai 1 ex. (任意)
キュゥシュゥカクマグソコガネ; 原名亜種 Rhyparus kitanot kitanoi 30 exs. (灯火)
セスジカクマグソコガネ; 原名亜種 Rhyparus azumai azumai 13 exs. (灯火)
ォォシマアオハナムグ リ; 諏訪之瀬島亜種 Protaetia exasperata suωanoseana 52 exs. (果実,  アカネ)
【諏訪之瀬島】  諏訪之瀬 (集落及びその周辺) 2007 年6 月6 日~9 日
コクヮガタ;  トカラ列島亜種 Dorcus rectus kobayashi i 8 exs. (灯火)
カドマルエンマコガネ 0;nthophagus lenzu 8 exs. (灯火)
オビマグソコガネ Aphodius umptagiatus 8 exs. (灯火)
トカラビロウドコガネ Matadera satoi 7exs. (灯火)
リュウキュウビロウドコガネ Maladera osh imana 23 exs. (灯火)
フ タスジカ ンショ コ ガネ Apogoma bicannata 3 exs. (灯火)
イシハラカンショコガネ Apogoma is加'hafai 1 ex. (灯火)
オキナヮ シロスジコ ガネ Polyphylta schoenfetdti 6 exs. (灯火)
セマダラコガネ nmaia onentahs 4 exs. (灯火)
アオ ドウガネ Anomala albopitosa 19 exs. (灯火)
ヒメ コ ガネ Anomala rufocuprea 25 exs. (灯火)
スジコ ガネ Anomata testacetpes l7 exs. (灯火)
ォォシマアオハナムグリ ; 諏訪之瀬島亜種 Protaetia exasperata suωanoseana 25 exs. (果実,  アカネ)
リュゥキュゥッヤハナムグリ; 中之島亜種 Protaetia pryert tsutsut i 1 ex. (果実)

【宝島】  宝島 (集落周辺)  2007 年6 月 l9 日
オキナヮシロスジコガネ Polyphy11a schoenfeldti 10 exs. (灯火)
ァオドウガネ Anomala atbopi losa 12 exs. (灯火)
サンカ クスジコ ガネ Anomala triangulans 23 exs. (灯火)
クロマルコガネ Alissonotum pauper 2 exs. (灯火)

特筆すべき種および特記事項
<アラメヒメコブスジコガネ> (図1)
今回の調査では, 当時は未知種であり2008 年に記載されたァラメヒメコブスジコガネTrox inadaiの採集
という成果を挙げることができた.
従来のトカラ列島におけるコブスジコガネ属の記録はSAT0(1963), SAT0& SAKAI (1994) などにある悪石
島からのヒメコブスジコガネTroxopacotuberculatusだけであったが, その後の記録が無いため存在が疑問視
されていた. 筆者の一人である稲田は河原氏より依頼を受け, 諏訪之瀬島・ 中之島の各所で羽毛トラップを
行った結果, 2007 年に中之島で5 個体を採集し, これが本種記載の起因の一つとなった. なお, アラメ ヒメコ
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ブスジコガネのタイプ標本は全て屋久島産の個体である. その他,  トカラ列島 (中之島) 産は軽微な差がある
としてタイプシリーズには加えられていない (その他の産地である種子島' 馬毛島も同様)・
記載年の2008 年にも中之島で羽毛トラップを行ったが, 前年の日付よりも10日以上後の調査であったた
め成虫の発生がほぼ終わっていたものと考えられ, 採集は1 個体のみであった.
ァラメ ヒメ コブスジコガネ: 1 ex., 2008 年7 月 4 日 中之島大木崎 稲田採集.

<初記録種>
今回確認されたコガネムシ上科にはトカラ列島初記録の種は含まれていなかったが, 調査の遅れている口之
島・ 諏訪之瀬島で採集した種の中にはそれぞれの島で記録の無い種類が含まれていた。 一方, 中之島からは移
入種のセマダラコガネが初めて記録された.  これらの初記録種を以下にリストアップする (表1 も参照)・
【口之島】  初記録の種
リュゥキュウビロウドコガネ Maladera oshimana
スジコ ガネ Anomala tes tace iPes
サンカ クスジコガネ Anomaia tnanguians
【中之島】  初記録の種
セマダラコガネ xomaia onentahs
【諏訪之瀬島】  初記録の種
マンマルコガネ; 原名亜種 Madrasostes kazumai kazumai
オビマグソコガネ Aphodius umPlagiatus
キュゥシュゥカクマグソコガネ; 原名亜種 Rhyparus kitanoi kitanoi
セスジカクマグソコガネ; 原名亜種 Rhyparus azumai azumai
ト カラ ビロウ ドコ ガネ Maladera satoi
リュウキュウビロウドコガネ Maladera osh imana
イシハラカ ンショ コ ガネ Apogoma ishiha'm
ヒメコガネ Ariomala rufocuPrea
スジコ ガネ Anomaia testacezPes
リュゥキュゥッヤハナムグリ; 中之島亜種 Protaetia P on tsutsmi

<諏訪之瀬島のリュウキュウッヤハナムグリ> (図2)
諏訪之瀬島で得られたリュゥキュゥッヤハナムグリProtaetia pryen は,  白斑の模様' 翅端部の形状より中
之島亜種subsp tsutstaiと判断した.  トカラ列島のハナムグリ類は従来から注目されていたにもかかわらず,
諏訪之瀬島のリュゥキュゥッヤハナムグリはこれまで記録が無かったことから, 近年移入の可能性が高いので
はないかと思われる.
リュゥキュゥッヤハナムグリ中之島亜種:  1♀, 2007 年6 月6 日 諏訪之瀬島集落付近 稲田採集.  フルー

ツトラップにより採集.

2
図1.  アラメヒメコブスジコガネ (中之島産)
図2. リュウキュウツヤハナムグリ (諏訪之瀬島産)
図3.  セマダラコガネ (中之島産)
図4.  オキナワシロスジコガネ (認訪之瀬島産)
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表 l

No. l 71 (September 2010)

科 名 和 名 学 名
口
之
島

中
之
島

訪
之
瀬
島

クワガタムシ科 ルイスッノ ヒョウタンクワガタ Nigildius IeωIs l
ァマミノコキ' リクヮガタ ( トカラ列島亜極)   Prosopocoitus dissimi lis elegans
コクヮガタ ( トカラ列島亜種) Dorcus rectus kobayashii
ネプトク ヮガタ (中之島亜種) Aegus taet,ico11is asati
ネブトクヮガタ ( トカラ亜種) Aegus tact;icouis abei

0
0
0
0
0

0

0

コプスジコガネ科 ァラメ ヒメ コプスジコガネ T rox inadai 0

マンマルコガネ科 マンマルコガネ ( 原名亜種 ) M adr asostes kazumai kazu mai ◎

ァッバコカ' ネ科 フチ ト リ ァ ッバコガネ ( 原名亜種) haeoch rous m a 'na tus na t 0

コガネムシ科 マルダルマコガネ Panehts oυatus
カドマルェンマコガネ OnthoPhagus lenzu
ム ラサキェ ンマ コガネ (奄美亜種) Onthophagus murasakianus carnanus
コプマルェンマコガネ OnthoP atr i'P nis
フチ ケマ グソコ ガネ Aphodius t‘rosligma
オビマグソコガネ Aphodius uniptagiatus
ヒメ セ スジカ クマグソ コガネ Rhyparus hetoporoides
キュウシュウカクマグソコガネ (原名亜種) Rhyparus kitanoi ki tanoi
セスジカクマグソコガネ (原名亜種) Rhyparus azumai azumai
トカラビロウドコガネ Matadera satoi
リュウキュウビロウドコガネ Maladera os加'ma 'Ia
フタスジカンショコガネ Apogoma bicannata
イシハラ カ ンシ ョ コガネ Apogon is加hanm
トカラクロコガネ o io tn'c加a to f a

オキナヮシロスジコガネ Polyphy11a sc1toenfeldti
セマダラコガネ i xoma ia o ri'entah's
ァオドウガネ A'iomala alboPi1osa
リュウキュウスジコガネ Anomata cPustulata
ヒメコガネ Anomata rufocuPrea
スジコガネ A 'iomala testacelPes
サンカクスジコガネ Anomala triangutaris
コカプトムシ (原名亜種) lop加'I s chine s c加ne is
クロマルコガネ Atiss0'tottim Pauper
オオシマアオハナムグリ (中之島亜種) Protaetia e:msperata nakana
オオシマアオハナムグリ (諏訪之瀬島亜種) Pro)taetia e:msperata st‘ωatioseana
リュウキュウッヤハナムグリ  (中之島亜種)   Protaetia pryeri tsutsmi
ァオヒメハナムグリ (原名亜極) Gametis forticula forticula
ヒ ラ タハナムグリ (中之島亜種) Nipponoυalgus angustico11ismaedai

◎

0

◎
◎

0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

◎

0
0
0
0

0

0

0
0
0

0

◎

◎

◎
◎

◎
0
◎

0
0
0

◎
◎

0
◎

5科 36種 7 30 1 8

0 : 既知種
◎: 初記録種

<セマダラコガネ> (図3)
セマダラコガネExomata onentalisはトカラ列島では2002 年に初めて諏訪之瀬島で採集されているが (吉
道, 2006), 今回中之島でも新たに記録された. また諏訪之瀬島では, 集落内の民宿の灯火で採集しており, 同
所の庭の芝生で発生している可能性が推測される.
九州離島では, 芝生は九州本土から運ばれる場合が多く, 芝生の移動により根周りの土ごと移入された可能
性が高い. 前に述べたリュウキュウッヤハナムグリ, また後に述べる走光性を有する種を含めたコガネムシ上
科の多くの種が, 庭木や芝・ 観葉植物などに付随する土壊とともに移入されている可能性がある.

- l 7 -
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<諏訪之瀬島のオキナワシロスジコガネ> (図4)
従来オキナワシロスジコガネpolyphylta schoenfeldtiは渡瀬線の南に分布し, その北限はトカラ列島宝島と
されていた. 渡瀬線の北側には周知のとおりシロスジコガネPolyphy11a atbolineataが分布し, その南限は種
子島・ 屋久島とされている.
藤岡(2001) の目録には、ォキナヮシロスジコガネの分布域としてトカラ列島諏訪之瀬島が挙げられている
が, 筆者' はこの記録の原典を見出すことができなかった.  このことを藤岡昌介氏に問い合わせたところ, 同
氏の手藤訪之瀬島産の標本があり, 「目録」はこの講素f器し常業ろ とし、三 得た・ そ

こで藤岡氏および小林裕和氏の手を煩わし改めてその標 一一い 一 で, こ に。 ・

ォキナヮシロスジコガネ: l♀, 諏訪之瀬島 l988年7 月7 日 藤田宏採集

前述のとおり, ォキナヮシロスジコガネは渡瀬線以南に分布する東洋区の昆虫と考えられ, 諏訪之瀬島の分
布は不自然である. 海流による分布の拡大も否定はできないが, 移入(おそらく宝島から) の可能性が高いも
のと考えられる.  少なくとも20年にわたり発生が継続しているのか,  たびたび移入が繰り返されているのか
は確認できない.

<亜種の扱いについて>
トカラ列島を含む琉球列島に分布するコガネムシ上科には, 島あるいは島群ごとに多くの亜種が記載されて
いる しかしながら近年の研究により, 亜種の特徴の差が軽微なものや個体変異が激しい場合などには一部の
亜種の扱いは保留した方が妥当であるという指摘が相次いでいる (MATSUMOTO, 2007, MATSUMOTO, 2009,
KOBAYASHI & FUJIOKA, 2009, KOBAYASI, 2010).
sATo(2005) は大型船の灯火に誘引されたクロマルコガネの島間移動例を報告している.  トカラ列島でも大
型船の就航により船の往来が增え, 特に港・ 集落周辺では走光性を有するコガネムシ上科にとっての移入' 分
布組乱は無視できない状況にある. またァオドウガネについては移入により亜種間の交雑や分布の組乱が疑わ
れるため, 亜種の扱いは保留した方が妥当であるという指摘 (小林 ' 藤岡, 2009) がある・
以上のような指摘および状況を踏まえ, 今回のリストでは以下の種について亜種の取り扱いを保留した・
リュウキュウビロウドコガネ Maladera oshimana
イシハラカンショコガネ Apogoma ishihafm
フ タスジカ ンショ コ ガネ Apogom'a Oicannata
ァオドウガネ Anomata albopi1osa
リュウキュウスジコガネ Anomala cpustulata
サンカクスジコガネ Anomata triangutaris

おわりに
今回の報告では比較的調査がされているコガネムシ上科においても新種や初記録種が少なからず発見される
事となった. またトカラ列島(十島村) は2004 年から昆虫類の採取・ 捕獲が禁止されているが, それ以前も一
部の分類群のみの調査・ 採集が多くを占め, 十分な昆虫相の調査がされているとは言い難い. 更に生物地理学
上の重要地域でもあり, 今後も調査の継続が必要である.
筆者らは今後もトカラを含む琉球列島の調査を積極的に行う予定であり, 各分類群の研究者の方々から委託
等の協力を得られれば幸いである.

末華ながら, 本調査に際し昆虫の採取及び捕獲に関する許可を十島村から受けるにあたり大変お世話になっ
た大林延夫博士, 大和田 守博士に深甚の謝意を表す. またァラメヒメコブスジコガネの記載で格別の配慮を
頂いた越智輝雄氏, 河原正和氏, 稲垣政志氏, ならびにビロウドコガネ類' カンショコガネ類' 食装群の同定
についてお世話になった小林裕和氏, 河原正和氏, そのほか発表に際する情報収集などで便宜を図っていただ
いた藤岡昌介氏, 川井信矢氏, 新居 悟氏, 以上の各氏に心から感謝したい.

引用文献

藤岡,?介, 2001.目本産コガネムシ上科総目録. KOGANE, Suppl., (1): iv+293 PP. コガネムシ研究会.
藤岡昌介, 2004. 「日本産コガネムシ上科総目録」その後(1). .角通信, (8): 71-74
藤岡昌介, 2005. 「日本産コガネムシ上科総目録」その後l2). .角通信, (11):35-43.
藤岡昌介, 2007. 「日本産コガネムシ上科総目録」その後(3). ll理.角通信, (15):53-72.
藤岡昌介, 2008. 「日本産コガネムシ上科総目録」その後(4). 0』角通信, (l7):73-89.
藤岡昌介, 2009. 「目本産コガネムシ上科総日録」その後(5). .角通信, (19): 83-90.
細谷忠嗣・ 清拓裁・ 川上悠希, 2009.  トカラ列島調査で採集されたコガネムシ上科甲虫. ・角通信, (19): 3-14
稲田悟司, 2004. 虫誘引剤 (アカネコール) ・ 話引器による採集法. 角通信, (8): 61-63.
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KOBAYASHI, H.,2008. Notes on some species of the genus Maradera from Japan(Coleoptera, Scarabaeidae, Melolonth-
inae, Sericini). Kogane, Tokyo. (9):51-64.

KOBAYASHI, H., 2010. Notes on some species of the genus Apogoma from Japan(Coleoptera, Scarabaeidae, Melolonth-
inae). Kogane, Tokyo, ( l l): 21-26.

KOBAYASHI, H. & FuJloKA. M.,2009. Notes on some species of the genus Mmeta and Anomala from Japan(Coleoptera,
Scarabaeidae, Rutel inae, Anomalini). Kogane, Tokyo, (10):41-47.

MATSUMOTO, T.,2007. Taxonomic notes on some Melolonthinae species (Scarabaeidae, Me1o1onthinae) from Japan.
Kogane, Tokyo, (8): 31-35.

MATSUMOTO, T., 2009. A taxonomic note on Apogoma bicartnata LEWIS (Scarabaeidae, Me1olonthinae, DiPlotaxini).
Kogane, Tokyo, (10):1-4.

OcHI, T., KAwAHARA, M., & INAGAKl, M.,2008. A new species of the genus TroX f「om YakuShima IS., Southwest Japan
(Coleoptera, Scarabaeoidae, Trogidae). Kogane, Tokyo, (9):31-35.

sAT0, M., lg63. Mjsce11aneous Notes on the Coleoptera-Fauna of the Ryukyu Archipelago(2). Ent. Rotl. Japan, l6:24.
sAT0, M.,2005. Records of Alissonotumpauper(Coleoptera, Scarabaeidae) in the Ryukyus. Elytra, 'I okyo,33( l): 362.
sAT0, M. & SAKAI. M., 1994. The Coleoptera of Akuseki-jima. In WWF Japan Science Report. Vol.2. Part2. Ecole9iCa1

Survey of Tokara Islands,2(2): 281-287.
吉道俊一,  2006. トカラ列島産コガネムシ類に関する記録 ・ 報告. .角通信,  (12):19-25.

(稲田:  〒901-2134 沖縄県浦添市港川1-22-1   A-l l3 (有)サウス・ フィールドリサーチ)
(木村:  〒900-0012 沖縄県那觀市泊 l -35-5 (有) ガショウ)

0九州本土から発見されたクロクシヒゲコメツキダ
マ シ

クロクシヒゲコメ ッキダマシ P'roc ladidus co o -

mam' FLEuTIAux, 1927 は, Tonkin産の個体に基
づいて命名記載された種である. その後は, 長い間
記録がなく, 鹿児島県屋久島で採集された1 難個体
の記録が唯一あるに過ぎなかった (鈴木, 2000). 最
近のMuoNAら (2007) のl日北区のガタログによる
と, 本種の分布域として台湾があげられているが,

残念ながらその出典については明記されていない.
筆者らは,  これまで記録のなかった鹿児島県大隅
半島と宮崎県から本種を発見することができたの
で,  ここに九州本土初記録として報告しておきた
い.

さ ・ へ ' ' l,'

1♀, 鹿児島県肝属郡南大隅町佐多辺塚杉山谷 (標
高180m), l8. VII 2009, 野田 亮採集 (マテバシ
イの倒木上より) ; 1♀, 宮崎県東臼杵郡美郷町 (l日日
南市北郷町)  大戸野(No 4731-5246), 6. VI 2010,
笹岡康則採集 (樹種不明の朽木に止まっていたも
の) (写真) ; 1♀, 宮崎県東諸県綾町大森岳林道(No.
4831-0164), 18. Vm 2010, 笹岡康則採集 (イスノ
キの伐採木に飛来したもの).
本種は体長 l3~ l8 mmと大型であること, 触角
が第3 節より2 横i歯状を呈すること, 翅端が鋭く尖
らないなどの特徴をもっことから,  日本産の他のコ
メツキダマシとの識別は容易である.
発表するにあたり, 標本を提供していただいた笹
岡康則氏に厚くお礼申し上げる.

引用文献

MUoNA, J. & ALARUIKKA, D., 2007. Family Eucnemidae
EscHscHoLTz, l829. In 1. LOBL and A. SMETANA (edS),
Catalogue o f Palaea rc tic Coleoptera, 4: 81-87.
A pollo Books, Stenstrup.

鈴木 亙, 2000.  日本から初めて発見されたクロクシヒゲ
コメ ッキダマシ. 甲虫ニュース, (131): 5-6.

(東京都世田谷区,  鈴木 亙 ;
福岡県久留米市,  野田 亮;
宮崎県都城市,  木野田 毅)
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刊 行 物 紹 介

JAcH, M. A & BALKE, M. (eds)2010: Water beetles of New Caledonia(Pa「t 1)・一Mono9「aPhS
on Coleoptera 3: IV十449 pp.

ニ ュ ーヵレドニァは,  日本では 「天国に一番近い島」 として有名であるものの, その生物相については固有
種が多い程度の知識のみで日本人にとってはあまり馴染み深いものではない. 実際に, 同島の昆虫類相につい
ては未解明な部分が多く, その中でも水生甲虫類についてはこれまで断片的な知見しか得られていなかった・
そんなニュー ヵレドニァの水生甲虫についての論文集が, Monographs on Coleoptera のシリーズ第 3 巻と

して発行された(http:/1www.coleoptera.at/monographs_on_coleoptera.phP). 本書は, 既刊のWate「 Bee-
tles of china(I-m) の姉妹書と も言えるもので, 要論の形式等はよくi9ていj・本言2基xj益統の多くは,2001 年と2009 年に編者,つがf]-った野外調査でlfりれたもので, 採集地ハ、、が写 で '「、 , ・ 、 ,

らむ また, イントロダクションでは地理的特徴や環境, 生物地理等にも触れており, 同諸島を知る上で参考
になる.
本書を見る限り, ニュー ヵレドニァの水生甲虫類相はオーストラリア区の特徴を色濃く示したもので,、目本
を中心としたァジァの水生甲虫とは異なるものである.  しかし, いくつかの論文ではインドネシアを中'し、に東
南アジアの水生甲虫相についても言及しており, ァジァの7k生甲虫類を研究する上で本書は必要不可欠なもの
であると考えられる.
なお, 本シリーズのパート2 の発行も予定されており,  ダルマガムシ科, マルハナノミ科, およびその他の
いくつかの科について扱われる予定であるが, 発刊時期は未定である.
冊60:e (ユー口) で,  ウィーン甲虫学会会員には40 で販売している.  今のところ Dr. H. SCHONMANN

(Naturhlstorlsches Museum wien, Burgring7, A-1010 Wien, Austria. E-mail: hein「iCh・SChOenmann@
nhm-wien.ac.at) に直接注文するようだ

各論文のタイトルと頁は以下の通りである.
JAcH, M. A. & BALKE, M : Introduction, 1-29.
MAzzoLDl, P: Gyrinidae (Coleoptera), 31-43.
WEwALKA, G., BALKE, M. & HENDRICH, L: DytiSCidae: COPelat-

inae (Coleoptera), 45-128.
BALKE, M., WEwALKA, G., ALARIE, Y. & RIBERA, 1.: DytiSCidae:

The genus Rhantus DEJEAN(Coleoptera), 129-147.
HENDRlcH, L., BALKE, M. & WEWALKA, G: DytiSCidae: Hyd「oPo-

rini (Coleoptera), 149- l62.
BRANcUcc1, M. & HENDRlcH, L: Dytiscidae: Typh1odeSSuS mOn-

tetthi BRANcUccI - redescription and notes on habitat and
sampling circumstances (Coleoptera), 163- l69.

HENDRIcH, L., BALKE, M. & WEWALKA, G: DytiSCidae: Annot-
ated checklist of Bidessini, Hydrovatini, Hyphydrini, Lac-
cophilinae and Dytiscinae(Coleoptera), 171-194.

TOLEDO, M: Noteridae: Review of the species occurrin9 east of
the Wa11ace line(Coleoptera), 195-236.

HENDRlcH, L. & VoNDEL, B. van: Haliplidae (ColeOpte「a), 237-242
KoMAREK, A: Hydrophi1oidea: Checklist (Coleoptera), 243-246.
JAcH, M. A: Spercheidae (Coleoptera), 247-250.
NAssERzADEN, H: Hydrophilidae: The genus Sterno1〔)Phus SOLIER(ColeOPte「a), 251-255・
GENTILI, E: Hydrophilidae: The genus Paracymus THOMSON(ColeoPtera),257-262・
FIKAKljEK, M: Hydrophilidae: The genus Chaetarthria STEPHENS- descr iption of a new Species f「om New

caledonia and notes on C nlgemma(BLACKBURN) from Australia(ColeoPtera),263-269・
KoMAREK, A: Hydrophilidae: The genusAnacae'ta THOMSON(ColeOPte「a),271-282・
GENTILl, E: Hydrophilidae: The genus Laccobius ERIcHsON(ColeoPtera), 283-295.
SHORT, E. A. z: Hydrophilidae: Review of the subtribe Acidocerina of the Southwest Pacific islands

(Coleoptera),297-318.
SHORT, E. A. Z: Hydrophilidae: Hydrobiusina(Coleoptera),319-322.
FIKAKcEK, M: Hydrophilidae: Sphaeridiinae(CoIeoptera),323-364.
FIKAKljEK, M: Hydrophilidae: The genusKanala BALFOUR-BROWNE(ColeOPte「a),365-394・
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sKALlcKt, S: Heteroceridae: Checklist of the taxa recorded from Indonesia and the Southwest Pacific
(Coleoptera) 395-400.

YosHIToMl, H. & RUTA, R: Scjrtidae: Checklist of the taxa recorded from Melanesia (Moluccas to Fiji)
(Coleoptera) 401 -402.

RUTA, R. & YosHIToMI, H: Scirtidae: The genus Scirtes ILLIGER(ColeOPte「a)403-438.
HERNAND0, C. & RIBERA, 1.: Limnichidae: Description of a new species f「om New Caledonia, and Checklist

of the taxa recorded from the Australian/Pacific Region (Coleoptera) 439-449.
(吉 i博之: 愛媛大学ミュージアム)

京都府におけるハラアカトゲパコメツキダマシの記録

蝦田 渉・鈴木 亙

ハラァカ トゲバコメ ッキダマシSpinifiornax
miurat NAKANE, l987 は, 屋久島の白谷で得られた
2 難個体に基づいて,  中根 (1987) により新種とし
て命名記載された種である. 本種は, 体が大型であ
ることや, 腹部が赤いという顕著な特徴を持ちなが
らも, 記載以後の記録はほとんど無く , わずかに鈴
木(2007) により模式産地で採集された1 雄個体が
報告されているに過ぎない.

,

著者の1 人, ll表田は, これまでまったく記録のな
かった本州本土 (京都府) において本種を採集する
ことができたので,  ここに報告したい.

2♀♀, 京都府南丹市美山町芦生ブナノキ峠 (標高
939m), 7. vm 2010, 蝦田渉採集 (標本保管: 鈴
木亙・ 水野弘造).
採集されたブナノキ峠はブナ,  ミズナラが主体の
原生林で,  トチノキの大木もみられるが, モミなど
の針葉樹は少ない環境である. 近年,  シカの食害に
よりササなどの下草がなくなり乾燥が激しくなって
おり,  ブナの立ち枯れも目立つようになってきてい
る. 当日の採集は, 19 時より400 W水銀灯 (透明)
1 灯, 20 Wの蛍光灯ヶミカルライト 2 本を点灯し
たところ,  20~ 23 時の間に,  幕に2 雌のハラアカ
トゲバコメッキダマシが飛来した.
採集された個体は,  いずれも体長18 mmもある
大型の雌で, 前胸背板に一対の凹みをもつなど, 形
態的特徴は原記載の個体とよく一致したことから,
本種と同定した. 本種は日本産のコメッキダマシの
中では, 最大級の部類で, 体が黒色で光沢があるこ
とや, 上翅端が尖り, 腹部腹面が赤いという特徴か
ら, 他のコメッキダマシから識別することは容易で
ある. 今後, 関西以西の地域で調査がされることに
よって, 本種の分布や生態について明らかになるこ
とを期待したい.
なお, 本記録に用いた標本は, 京都大学フィール
ド科学教育研究センター芦生研究林において, 今井
博之 (代表), 二村一男, 原田耕平, 蝦田 渉の 4 名

(敬称略) による科目名「芦生研究林におけるセミの
接息状況の調査, および夜間灯火採取による成虫の
捕獲とそれらの標本化(セミと甲虫) (利用許可番号
2 番2010年4 月1 日付)」 による調査で得られた
ものである.

引用文献

中根猛彦, 1987. 日本のコメッキダマシ類についての覚え
書き. 月刊むし, (19): 7-11.

鈴木 亙, 2007. ハラアカトケ'バコメッキダマシの雄につ
いて. 甲虫ニュース, (160): 13.

( a田:  京都府福知山市,  鈴木:  束京都世田谷区
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0台湾から発見されたオオナ力 ミゾコメツキダマシ
オオナ カ ミ ソ コ メ ッ キダマシ hacoP s o ie x az

(HlsAMATsu,1963) は, 岐阜県, 三重県, 愛媛県など
から採集された3 個体の雄に基づいて, HIsAMATSu
(1963) により, Dirrhagus olexaiという学名で記
された種である.
その後の本種に関する記録は少なく, 久松 (1985)
によるとその分布は本州と四国となっている. 筆者
は,  これまで記録のなかった台湾において採集され
た個体を所持しているので,  ここに台湾初記録とし
て記録しておきたい.

l f, 台湾省南投県仁愛郷南山渓, 29. V.1972, 岡
島秀治採集 (写真).

報告に当たり, 置重な標本をご提供いただいた,
束京農業大学の岡島秀治博士に厚く お礼申し上げ
る.

引用文献

第 l71 号 (2010年 9 月 )

が, 九州における記録はわずかしかなく , 宮崎県の
記録はなかった.
華者は, 宮崎県において採集された個体を検する
ことができたので, 分布資料としてここに報告して
おきたい.

1 ♀, 宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町白岩山, 22. VII.
2010, 西野久雄採集.

参考文献

久松定成, 1985. コメッキダマシ科. 黒1事良彦・ 久松定
成・ 佐々 治資:之編著,  原色甲虫図鑑 (Il l): 41-50 (Pls.
8-9). 保育社, 大阪.

永井 lf・, 1992. 宮崎県産甲虫目日録. 宮崎県高等学校教
育研究会理科・ 生物会編, 宮崎の生物: 252-275.

高IC'康雄, 1989. ll,1岡県のlll虫相. 526 pp. ,l:11;;.
(東京都世田谷区, 鈴木 亙)
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昆虫学研究器具は「志資昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
針00,0,1,2,3,4,5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
〒142-0051 東京都品川区平塚2 丁目5 番8号
郵便振替 00130-4-21129
電 話 (03) 5858-6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3784-6464

(カタログ階呈)   (株)志賀昆虫普及社

H lsAMATsU, S., 1963. Six n e w species of Eucnemidae
from Japan (Coleoptera). Transactions of tile Shi-
koku Entomotoglca1 Society, 8(1 ): 26-34.

久松定成,  l985.  コメツキダマシ科. . - l、事,良彦・ 久松定

成・ 佐々 治覧之編着-, 原色甲虫図鑑 (I II): 41-50 pls.,
8-9.  保育社,  大阪.

(東京都世田谷区,  鈴木 亙)

0宮崎県におけるメスグロミゾコメツキダマシの記
録
メスグロミソ'コメツキダマシ 「ongaia bzco ior

HIsAMATAsu et SAT0 は, 多くの甲虫図鑑に図示さ
れていることから, よく知られている種であるが,
個体数はかなり少ないようである.  これまでに本
州, 四国, 九州に広く分布することが知られている
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